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座長
　日本薬剤師会副会長

渡邊大記
　宮城県薬剤師会常任理事

斉藤正典

　2022年５月17日「医療ＤＸ令和ビ
ジョン2030」と題した提言がなされた。
日本の医療分野の情報のあり方を根本
から解決するための提言であるとされ
ている。データヘルス改革において、
まず大規模な健康・医療・介護の分野
を有機的に連結したＩＣＴインフラと
して稼働したのが、オンライン資格確
認等システムである。これにより、ほ
ぼ全ての保険薬局がつながり得る基盤
が整備されたが、来年４月には本シス
テムの導入を原則として義務化すると
された。そして、この基盤を活用して
来年１月から運用が開始される電子処
方箋の仕組みも、３月末には当該シス
テムを導入した施設の７割程度とする
導入目標が示された。
　現在、オンライン資格確認等システ
ムでは患者同意のもとで確認可能な情
報として薬剤情報や特定健診情報があ
るが、今後はこれらの確認できる情報
もさらなる拡充が図られていくことが
示されている。これらの医療全般にわ
たる情報に介護も含めて共有・交換し

ていくことを目的として、冒頭で紹介
したビジョンにおいては「全国医療情
報プラットフォーム」の創設も謳われ
ている。
　合わせて同ビジョンでは「電子カル
テ情報の標準化等」「診療報酬改定Ｄ
Ｘ」の推進等が盛り込まれている。一
方で、個人が所有するスマートフォン
等には、マイナンバーカードに紐づい
たマイナポータル上で閲覧可能な情報
が拡充されると共に、一般的に使用可
能な健康アプリやウェアラブルデバイ
スによる情報が格納されることも増え
てくるだろう。また、治療においても、
デジタルメディスンが臨床使用されて
くるなど、広い視野で医療ＤＸを捉え
ておく必要がある。
　本分科会では加速化している医療Ｄ
Ｘにおいて、行政の立場から進めよう
としているビジョンを紹介していただ
き、そのような方向性の中で薬剤師・
薬局の業務はどのような変化が生じ、
またそれにどう対応していくべきなの
か、医療ＤＸについての見解を共有し、
今後の方向性について理解を深める。
　これらを紹介した後には時間の許す
限りご参加の先生方と共にディスカッ
ションを行い、それぞれの現場で検討
していくための知識を得る機会となる
ことを望んでいる。　　　（渡邊大記）

医療のデジタルトランスフォーメーション
（ＤＸ）の推進と今後の薬剤師業務

座長
　日本薬剤師会副会長

森昌平
　宮城県薬剤師会理事

髙橋均

　後発品の供給問題として、2019年に
海外における原料医薬品の製造トラブ
ルに起因した抗菌薬の供給停止を経験
した。また、新型コロナウイルス流行
下の現時点においては、一部の解熱鎮
痛剤の出荷制限という思いもよらない
状況をも経験している。何よりも20年
から続く後発品の供給不安定は未だ解
決が見えず、その影響は先発品の供給
にまで波及している。
　本来薬剤師には、医療に必要な医薬
品を適切に提供する責務がある。そし
て、薬局と薬剤師は国の指針のもと、
これまで後発品の使用促進に努力して
きた。しかし、相次ぐ後発品における
流通の障害は、後発品の品質への不安
につながり、ひいてはこれまで後発品
の普及に努めてきた薬局、薬剤師への
信頼を損なう事態となりかねないほど
に深刻である。
　本分科会は、この問題を厚生労働省、
製造企業、医薬品卸業、薬局、各々の
立場で検証し、医薬品の安定供給の確

保に向けた議論の機会とすることを目
的としている。
　まず基調講演として、山本剛厚生労
働省医政局医薬産業振興・医療情報企
画課ベンチャー等支援戦略室長に、行
政の立場から「医薬品の安定供給に向
けた行政の取組みについて」として講
演いただく。次いで医薬品を供給する
立場から、川俣知己日新製薬代表取締
役社長／日本ジェネリック製薬協会副
会長から「後発医薬品の安定供給の現
状と将来展望－製造の立場から」、山
口聡一バイタルネット取締役執行役員
物流本部長から「後発医薬品の出荷調
整に対する医薬品卸の対応」として製
造から供給に至る過程における方策に
ついて講演いただく。最後に薬剤師を
代表する立場として、小田真稔福岡県
薬剤師会専務理事に「医薬品提供体制
の現状と薬局・薬剤師の役割」として、
今薬局で感じている問題についてお話
いただく。
　私たちが経験している医薬品供給体
制の脆弱さは、なぜ生じてしまったの
か。また、今後このような事態を生じ
せしめないためには何がなされるべき
か。本分科会を通して得られる知見を
日々の業務に生かしていたければ幸い
である。　　　　　　　　（髙橋均）

後発医薬品の供給問題と
安定供給に向けた対策座長

　日本薬剤師会常務理事
富永孝治

　宮城県薬剤師会
星忠寿

　２年半以上にも及ぶ新型コロナウイ
ルス感染症の拡大により、多くの学校
で教育活動が従来通り実施できないと
いう問題に直面してきた。さらにクラ
スター発生による休校や学級閉鎖な
どで教育の機会が失われている上、感
染を恐れるあまり登校を長期にわたっ
て控えたり、欠席したりする児童生徒
らも存在するという。一方、児童生徒
らを取り巻く問題は近年ますます多様
化、複雑化しており、学校内だけでな
く学外の様々な立場の人々が専門性を
生かして連携し、協力して支援してい
くことが求められている。
　このような状況下で学校薬剤師は、
各学校において新型コロナウイルス感
染およびその拡大リスクをできる限り
低減させながら教育活動を実施し、児
童生徒らの健やかな学びを保障するた
め、学校が取り組むべき感染防止対策
と児童生徒らの将来を左右する健康教
育について協議することが求められ
る。また、新型コロナウイルス感染症

を含む新興感染症について正しい知識
と有効な感染対策を児童生徒らに伝
え、児童生徒ら自身もコロナをむやみ
に恐れずに正しい情報を理解した上で
感染拡大防止に取り組むことが必要で
ある。
　この２年半の間に、文部科学省など
から学校における新興感染症に関する
ガイドラインやマニュアルなどが多数
作成された。また多くの学校でも感染
防止に配慮しながらの教育活動を行
い、教育の質を担保するための様々な
取り組みが実施された。
　本分科会では最初に、行政が目指す
新型コロナウイルス感染症に対応した
保健教育・保健管理のあり方について
発表していただく。続けて、全国の学
校で取り組まれた感染対策の好事例
や、コロナ禍の中でも行われた薬物乱
用防止教育などの健康教育、性教育な
どについても発表していただき、最後
に総合討論を行う。
　本分科会での新興感染症対策事例や
教育活動などを参考に、学校薬剤師が
支援する健康教育について議論を深
め、全国の学校における教育の質が向
上されることを願う。ひいては子供ら
が幸せな生活を送る未来への一助とな
れば幸いである。　　　（富永孝治）

学校における新興感染症対策と健康教育

座長
　日本薬剤師会常務理事

岩月進
　宮城県薬剤師会常任理事

佐々木慎一

　日本薬剤師会は今年５月、「国民が
安心して医療の恩恵を受けられる、超
高齢社会の実現のための『日本薬剤師
会政策提言2022』－国民皆が良質な薬
剤師サービスを享受できる社会を目指
して」を発表した。その趣旨はまず、
地域において必要な医薬品を適切に過
不足なく提供することは薬剤師の基本
的な使命であるとした上で、薬剤師・
薬局は国民のために持てる全ての知識
と経験を駆使して、その使命を果たし
ていくとしている。
　これは、地域における医薬品提供体
制を構築する中で、一般用医薬品を含
めた医薬品の提供は薬剤師サービスの
基本であると位置づけ、さらに発展さ
せた考え方である。そして、薬局と保
険者とが連携できる仕組み作りなど、
セルフケア／セルフメディケーション
を推進するため、ＯＴＣ医薬品の使用

促進に係る数値目標の設定と行うべき
対策を整理し、ＯＴＣ医薬品をより効
果的に利用できるようにすべきである
としている。
　さらに、医療用一般用共用医薬品(仮
称)類型の創設を提言している。これ
は、 地域住民が医薬品をより活用しや
すくするため、医師と薬剤師の両者で
患者対応を行うことができるＯＴＣ医
薬品の新たな類型（医療用一般用共用
医薬品〈仮称〉）を創設するものである。
　このような提言を、薬局薬剤師は地
域においてどのように実現していくの
か。本分科会では、厚生労働省医政局
医薬産業振興・医療情報企画課長の安
藤公一氏から基調講演をいただいた
後、宮城県薬剤師会顧問の佐々木孝雄
氏、長野県薬剤師会会長の日野寛明氏
から地域薬剤師会をそれぞれ代表して
ご意見をいただき、加えて日本薬剤師
会一般用医薬品等委員会担当理事の亀
山貴康氏、薬局製剤・漢方検討会の八
木多佳子氏からは日薬の考え方などの
ご発言をいただき、意見や情報の交換
と共有が図られる分科会になればと考
えている。　　　　　　　（岩月進）

地域におけるセルフメディケーションの推進


